
■D部詳細図
※図は召合框で説明しています。下桟を差し込みます。
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■組立て上のお願い
●必ず指定の組立てねじを使用してください。
●取付けは、「取付け説明書」をご覧ください。
●取付け説明書・取付けねじセットは、必ず取付けされる方にお渡しください。
●PG 障子の対応ガラス厚は18mm です。総厚18mm以外の複
層ガラスは使用しないでください。　
（例：FL3－ A12－ FL3、FL3－ A11－型板4）
●PG障子はグレイジングチャンネルを使用しません。
●SG障子のSGアタッチメントは別売りです。
●ソリや伸びを防止するため、直射日光に当てた状態で放置しない
でください。
●樹脂は割れたりキズついたりしやすいため、ぶつけたりこすったり
しないでください。軽いキズがついてしまった場合は、市販のメラ
ミンフォームなどの研磨剤で軽くこすると目立たなくなります。
●組立ての際は、樹脂面をハンマーで直接たたかないでください。
強くたたくと樹脂が割れるおそれがあります。
●保管・輸送の際は、樹脂に荷重がかからないよう保護してください。
樹脂が割れたり変形するおそれがあります。
●ねじは2.5 ± 0.5N･m｛25± 5kgf･cm｝のトルクで止めた後、
ゆるみ ･ガタツキのないことを確認してください。

■使用部品一覧表

ⓐ ⓑ ⓒ

適用機種

なべタッピンねじ
φ4×50

プッシュボタン
(上桟用）

プッシュボタン
(下桟用）

組立て説明書
防音・断熱・インテリア内窓
インプラスウッド引違い窓 障子
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■組立て順序
②縦框・召合框を差し込みます。
※縦框・召合框は長穴のある方を下桟側にしてください。
③縦框・召合框の組立穴と上下桟のタッピングホールの
位置を合わせ、ねじで固定します。

※図は外障子（PG・マドサイズ）で説明し
ています。テラスサイズも同様に組立てて
ください。
※SG障子の組立ては、SGアタッチメント
組立て説明書からご覧ください。
1障子の組立て
①ガラスに上下桟を差し込みます。

お願い
※組立ての際は、樹脂面をハン
マーで直接たたかないでくだ
さい。強くたたくと樹脂が割
れるおそれがあります。

当て木

ハンマー

※障子組立て後に保管する場合
は、重量が集中しないよう障
子をあて木にのせてくださ
い。樹脂が割れたり変形した
りするおそれがあります。

a a a

当て木の数
Sw≧1000mm
3ヵ所
Sw<1000m
2ヵ所
(a≧100mm)
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お願い
※上下桟のモヘアの向きを確認してください。
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※A部とB部がそれぞれ均等になるようにし
てください。
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縦框 組立てねじ
戸車調整ねじ

お願い
※縦框・召合框のリブに上下桟が納まるように組立ててください。上下桟が正しく納まっていない状
態で組立てするとリブが破損するおそれがあります。
■C部詳細図
※図は縦框で説明しています。D部も同様に組立ててください。
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※上下桟を組立てる際は、ねじれが生じないように組立ててください。
④ねじ穴にプッシュボタンを取付けます。

■C部詳細図
※図は召合框で説明しています。下桟を差し込んだ後、上桟を差し込みます。
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お願い
※下桟側（D部）を先に差し込んだ後、上桟側（C部）を差し込んでください。
　（C部を差し込んだ際、アルミ形材でキャップのヒレがつぶれないようにしてください。）

■Ｅ部詳細図

【障子下部組立穴位置】


